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線 ラック工事,200ke油タンク工事,ヘ リポー ト要員
待機小舎建設等の他,従 来手を十分廻せなかった基地の
保守,整 備作業 として建物2棟 の塗装工事,旧 発の改装,
150keタンク修理等である.ま た冒頭に述べた南極環
境問題に関連 して,南極条約協議会議で論議されている





設置(焼 却炉,ク ラッシャー,持 ち帰 り用 ドラム密栓


















常,電 離層定常,地 球物理定常ともほぼ例年通 りの観測




候変動に関す る総合研究」として海氷 ・大気 ・海洋観測
と大気微量成分観測,大 型アンテナなどによる衛星受信





































































外作業が続 くと全員がパテ気味となって しまった.月 末







































極観測船 として船上観測 も実施 しているが,と て も
「ポーラーシュテルン」と同様の観測船ではない.む し










案 された.そ して 「第4紀 以前の北極の古環境」「第4
紀の北極の環境」「テク トノフィジックス」「堆積物」の
4つのグループに分かれ,ド ラフ トを作成 した.最 後に

























シベ リア沖の北極海(東 シベリア海)は 水深が100mに
もならない浅い海である.その他にもチュクチ海,カ ラ
海など浅海が並んでいるので海面変動は特に問題となる





の討論結果はまとめられ,正 式な ドラフ トが間 もなく送
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藤 井 理 行
南 極 科 学 委 員 会,雪 氷 作 業 委 員 会　(SCAR　WORK・
ING　GROUP　ON　GLACIOLOGY)　が,　IGS　(国際 雪
氷 学 会)の 「氷 と 気 候 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 」
(Syrnposium　on　Ice　and　Cllmate)開催 期 間 中 の,1989
年8月20日(13:00-・17:30)およ び8月24日(12:30
～15:30),ア メ リカ,シ ア トル の ワ シ ン トン州 立 大学
の 第4紀 研 究 セ ン タ ーで 開 催 され た.日 本 の 代 表 は ,前
晋 爾(北 大,工)か ら現 在 は渡 辺 興 亜(極 地研)に な っ
て い る.日 本 か らは,渡 辺 代 理 の 藤 井 の 他,オ ブ ザ ー
バ ー と して 成 瀬 康 二(北 大 ,低 温 研),中 尾 正 義(防 災
セ ン ター 長 岡),藤 田 秀二(北 大,工)が 出 席 した.出
席 者 お よ び議 事 は 以 下 の 通 りで あ る.
出 席 者:　Ian　Al]ison　(オー ス トラ リア),　Luis　E、Aris　(チ
リ),　David　Drewry　(英国),藤井 理 行(渡 辺 興 亜 の 代 理
:日 本),　Stig　Jonsson　(Vib　Karlenの代 理:ス エ ー デ
ン),　Jean　Jouze]　(C.Lolusの代 理:フ ラ ン ス),　Doug
MacAyeal　(アメ リ カ),　Heinz　Mi]ler　(西独),　Elizabeth
Mouris　(ICSI),　O|av　Orheim　〔ノル ウ ェー)施 雅 風(中
国)
(オブ ザ ー バ → 　Bill　Budd　(SCAR海氷 専 門 家 グ ル ー
プ),藤 田 秀 二(北 大,工),　Jo　Jacka(オー ス ト ラ リ
ア),成 瀬 康 二(北 大,低 温 研),中 尾 正 義(防 災 セ ン
タ ー 長 岡),　Jay　Zwa[ly　(アメ リ カ),　Jame　Ferrigno
(USG　S)
韻 事
1.　O.　Orheimが議 長　 (Chairman/Secretary)　に 選 出
され た.
2.1987年の ブ レー マ 一 八 ーブ ン と1988年の ホバ ー トで
の 会 議 報 告 が 了 承 され た.
3.国 別 報 告
a).オー ス トラ リ ア:　Lambert氷河 に観 測 の 重 点 を
移 して い る.ま た,　Law　Domeで の 基 盤 まで の
掘 削 や海 氷 研 究 も計 画 中 で あ る
b).フラ ンス:D47地 点 で 約900mの掘 削 を行 っ た.
将 来 計 画 と して,　Dome-Cに越 冬 基 地 を設 け,深
層 掘 削 を行 う こ と を検 討 して いる,ボ ス トー クで
の 掘 削 は2,400mまで 達 し,あ と200～300mの掘
削 で 現 在 か ら2番 目に 古 い 氷 期 を カ バ ーす る と考
え られ る.
c).ノル ウ ェー:1989/1990年に 棚 氷..ド面 の 観 測 を計
画 して い る.
d).アメ リ カ:ボ ス トー クコ ア を含 む 氷床 コ ア の地 球
科 学 的研 究,衛 星 画像 に よ る氷床 と海 氷の 研 究,
お よ び ロ ス 柳 水 に 流 れ 込 む 水 流 に 関 す るSiple
Coast　Projectなどの 国 際 共 同 研 究 を継 続 して い
る.水 流Bで は,1,400m深の 熱 水 掘 削 孔 を掘 っ
た.ま た,　Craryアイ ス ラ イ ズ の 氷 の 年 代 が 約
1、000年と推 定 され た.
e).英国l　Rutford氷流 ,南 極 半 島 周 辺 の コ ア,ジ
ョー ジ6世 初 氷 な どの 研 究 を継 続 して い る.
f),西ドイ ツ:　Ekstrom柳水 で の 研 究 を継 続 して い
るが,1989/1990年に は ブ イ ル ヒナ 一ー/ロ二 一柳 水
の 研 究 に.重点 を置 く.
9).日本:ACR計 画 を5ケ 年 計 画 で 進 め て い る.ま
た,将 来 〔1993～1994)クイー ン モ ー ドラ ン ドの
標 高3,800mのドー ム 頂 部 で 、2500m深の 深 層 コ
ア 掘 削 を計 画 して い る.
h).スウ ェ ー デ ン:　Vestfje]]a.Helmfrontfjella地域 で
の 質 量収 支 の 観 測 を1988/1989年に行 った.
i).中国:第1回 中国 南 極 雪 氷 シ ンポ ジ ウム が1986年
に 蘭州 で 開 催 され た.1989年には,南 極研 究 に関
す る国 際 シ ンポ ジ ウ ム が 開 催 され た,キ ン グ ジ
ョー ジ島 の 長 城 基 地 の 近 くの 氷 帽 で,中 層 コ ア掘
削 を2年 の 予 定 で 行 う こ と を計 画 して い る.
」),チリ:1989/1990年に,ア デ レ イ ド島 とア レキ サ
ン ダ ー島 で 氷 河 の ダイ ナ ミッ クス に関 す る観 測 を
予 定 して い る.
4.国 際 協 力
a)IAGP:公式 的 に は 終 了 した 計 画 で あ る が,個 々
の 分野 で 共 同研 究 が 継 続 して い る.
GAP:公 的 な国 際 共 同 計 画 で は な い が ,計 画 は
継 続 して い る.
FRISP:西独 と英 国 を 中心 に 活 発 に 行 わ れ て い
る.ワ ー ク シ ョ ップが,ケ ン ブ リ ッジ(1987年6
月),オ ス ロ(1988年6月),ブ レ ーマ 一 八 ー プ ン
(1989年6月)で開 催 さ れて い る.
国 際 氷 山 調 査 計 画:ほ と ん どのSCAR加 盟 国 が
参 加 して,計 画 は 活 発 に継 続 中.日 本 も参加 して
い る,
ASIZ:1985年にホ ノ ル ル で 会合 が 開 か れ た.南
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極 の 海 氷 研 究 は,　WOCEやWCRPと して も実
施 され て い る.南 極 条 約 加 盟 国 は南 大 洋 の氷 海 航
行 の安 全 の た め,海 氷 調 査 に 関心 を示 してい る.
ASIZの最 終 プ ロ グ ラ ム と して,1991年に海 氷 域
で40ケの 自動観 測 ブ イ の放 流 を考 えて い る.
b)1GBPl当作 業 委 員 会 は,　SCARの 主 要 分 野 と し
て[GBP計 画 の 成 立 に積 極 的 役 割 を 果 た して き
て い る.　SCARのIGBP運 営 グ ル ー プ は,G,
Weller　(議長),　Budd,　HempelとLoriusから構
成 さ れ て い る.主 な課 題 は,①.気 候 変 化 の モ ニ
タ リ ン グ(海 氷)②.海 水面 変 化 償 量 収 支)③.
氷 床 コア,で あ る.1990年6月 に ア ラ ス カで,極
域 と地 球 環 境 に関 す る シ ンポ ジウ ムが 予 定 さ れ て
い る 他,同 年7月 の ブ ラ ジ ル で の 第21回SCAR
総 会 でIGBPの プ ロ グ ラム の 検 討 が 行 わ れ る.
当作 業委 員 会 は,　IGBPを強 く支 持 す る,ま た,
各 国 はIGBPに 密 接 に 関 連 した 計 画 を す で に実
施 してい るか あ るい は計 画 中 で あ る こ とを確 認 す
る と と もに今 後,学 際 的 な 分 野 の研 究 の推 進 を計
る こ と と した.
c　)　Antarctic　Science　S　m　osium　:1990年IO月に ブ
レー メ ンで,地 球 環 境 変動 をテ ー マ に 開催 され る.
雪 氷 分 野 が 重 要 な 役 割 を担 うの で,当 作 業 委 員会
は,こ の シ ン ポ ジ ウ ム に研 究 発 表 や ワ ー ク シ ョ ッ
プ の 開催 な ど で協 力 をす る.そ の た め の グ ル ー プ
と して,　N,　Orheim　(W、G,議長),　H,　Milerなど
が 選 ば れ た.
d)雪氷 分 野 の デ ー タ:雪 氷 デ ー タ につ い て は,す で
に世 界 の3ケ 所 の 世 界 デ ー タセ ン ター(WDC)
にて 収 集 され て い る の で,当 作 業 委 員 会 と して 特
に南 極 雪 氷 デ ー タの取 りま とめ の必 要 性 は ない と
考 え る.た だ,海 洋 ブ イの デ ー タにつ いて の取 り
ま と め は重 要 なの で,ボ ー ルダ ー のWDCに デ ー
タ を送 付 す る こ とが 望 ま しい.こ の件 につ いて は,
SCAR海 氷 専 門 家 グ ルー プ が 対 応 す る こ とに な
る と思 われ る.
e)一:雲 量30%以 下 のLandsat　5号
の 南 極 沿 岸 部 の 画 像 が,100以上.当 作 業 委 員 会
の 申 し会 わせ に よ り,9ケ 国 の 協 力 の もと収 集 さ
れ た.収 集 に協 力 した国(メ ンバ ー)は,全 ての
画像 を内部 で交 換 す る こ と に よ り入手 可能 で あ る.
な お,こ の 計画 に 日本 は参 加 して い な い.
f)ERS衛星受 信:日 本 は 昭和 基地 に1989年2月大型
ア ン テ ナ を設 置 し,将 来ERS-1の 受 信 を す る.
西 独 は,ア ル ゼ ン チ ンの 協 力 を得 て1989/90と
1990/91にエ スベ ラ ンサ 基 地 にERS-1のSAR受
信 用 ア ンテ ナ を設 置 す る,オ ー ス トラ リア は,ホ
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5.勧 告
の 勧 告 を検 討 し,勧 告1
継 続,勧 告2
計 画 な ど の 情 報 を集 め る こ と と な っ た.勧 告3
星)も 継 続 とす る がZwallyとOrhelmが字 句 の 再 検
討 をす る こ と,勧 告4(海 水 面 変 動 の 専 門 家 グル ー プ
の 設 立)はSCAR　 IGBPに取 り込 ま れ て い る た め 削
除 す る こ と を決 め た.又,勧 告5も 削 除 と な った.新
た に,フ ィル ヒ ナ ー/ロ ニ ー棚 氷 と海 洋 系 の研 究 に 関
す る勧 告 を検 討 し,採 択 した.
6.議 長1次 の 公 式 会 議 まで,　OOrheimが議 長 を続 け
る こ と と な った.
7.　VISAG:第5回 南 極 雪 氷 シ ンポ ジ ウ ム を1993年に
ア メ リカ又 は西 独 で 開 催 す る こ とと した.
8.次 回 会 合:1991年ウ ィー ン のIUGGの 時 に非 公 式
会 合 を開 催 す る.又,新 しいSCAR加 盟 国 の雪 氷 研
究 者 の 参 加 を促 進 す る た め,　SCARに 対 し1992年の
第22回SCAR総 会 期 間 中 に,公 式 会 議 開 催 を要 求 す
る こ とと した.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 雪 氷 学 研 究 部 門助 教 授)
バ ー トに ア ンテ ナ を 設 置 し,100°Eの東 方 の 海 氷
域 の デ ー タ を収 集 す るPolar　lce　Sheet　Program
(PISP;世話 人B.　Thomas;日本 も 参 加)が,
ERS・1に関 連 す るゆ る や か な組 織 で あ る.
ll987年の ブ レー マ ー ハ ー プ ンで の 公式 会 議 で
(ジオ イ ドに 関 す る観 測)は




本 吉 洋 一
「スリランカと南極は,そ のむか し陸続 きだったので













する9人 の地質屋は,8月11日深夜,ス リランカ入 りし
た,9人 のうち6人 は、かって南極観測隊に参加 して、
昭和基地周辺,プ リンスオラフ海岸,や まと山脈,七 一
ルロンダーネ山地を調査してきた人たちである.今の南
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氏゜ 名 ビー ター ス タウニ ング
　　　　　　　　　(Peter　Stauning)
外 国 人 研 究 員
所 属 ・ 職 デ ンマ ー ク気 象 研究 所,研 究 員
招へ い期 間 平 成 元 年9月29日 ～12月28日
研 究 課 題 両 半 球 で 観 測 され る 高 エ ネ ル ギ ー 降 下粒 子
の研 究
氏゜ 名 アル フ レ ッ ド フ レイ
　　　　　　　　 (Alfred　Frey)
外 国 人研 究 員
所 属 ・ 職 ジ ョ ンズ ホ プキ ンス大 学 応 用物 理研 究所 ・
研 究 員
招 へ い 期 間 平 成 元 年10月9日 ～平 成2年10月8日
研 究 課 題 昭 和 基 地及 び米 国衛 星 観 測 に よ るオ ー ロ ラ
現 象 の 比較 研 究
































第9期(19.29-3,9.28)の 国 立 極 地 研究 所 評 議 員及 び運 営 協 議 員 が次 の とお り任 命 され た.
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第31次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平成元年10月1日現在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊'経 験 等
隊 長 内藤 靖彦 16.2.5 国立極地研究所研究系(文 部教官教授) 東 京 都
第21・27次 越 冬 隊,
{第25次夏 隊,英 国 基 地
副 隊 長 ◎白石 和行 23.9.28 国立極地研究所研究系(文 部教官助教授) 神奈川県
.第
14・21次 越 冬 隊
{第25・26次夏 隊,米 国 基 地
気 象 塚村 浩二 21,2.19 気象庁観測部(運 輸技官〉 青 森 県 第20・24次越 冬 隊
「, ◎岩崎 明 29.11.19気象庁観測部(運 輸技官) 群 馬 県
り 上林 正幸 30.5.14 気象庁観測部(運 輸技官) 青 森 県
り 森本 正夫 32,1.16 気象庁観測部(運 輸技官) 熊 本 県
〃 柴田 誠司 37.4.29 気象庁観測部(運 輸技官) 愛 知 県
電 離 層 大高 一弘 36.5.5 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 東 京 都
地球物理 長坂 健一 40.7.17 国立極地研究所事業部(文 部技官) 愛 知 県
(茨城大学大学院学生)
宙 空 系 小野 高幸 25,8.5 国立極地研究所資料系(文 部教官助手) 福 岡 県 障瀟錬
り 佐藤 正樹 29.8.20 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 茨 城 県
り 中島 英彰 38.6.30 東北大学理学部(文 部教官助手) 大 阪 府
「, ◎川原 昌利 40.5.22 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 埼 玉 県
気水圏系 滝沢 隆俊 23.1.25 北海道大学低温科学研究所(文部教官助手) 北 海 道 第16次夏 隊
り 清水 明 25.5.6 国立公害研究所(総 理府技官) 東 京 都
〃 中川 清隆 25.5.10 上越教育大学学校教育学部(文部教官助教授) 富 山 県
ク 牛尾 収輝 37.3.31 国立極地研究所事業部(文 部技官) 兵 庫 県
(北海道大学大学院学生)
生 物 ・ 綿貫 豊 34.1.2 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 長 野 県 第30次夏 隊
医学系
機 械 真清田七雄 20.7.22 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 島 県 第27次越冬隊
(小松製作所㈱)
〃 ◎原 達夫 26.2.27 国立極地研究所事業部(文 部技官) 神奈川県 第25次越冬隊
(いす"自 動 車 ㈱)
〃 幸森 茂 25.2.8 国立極地研究所事業部(文 部技官) 兵 庫 県
(ヤンマ ー デ イ ーゼ ル㈱)
〃 堀辺 敏男 37.1.27 国立極地研究所事業部(文 部技官〉 岐 阜 県
(いす"自 動 車 ㈱)
〃 清水 敬 30.9.19 工業技術院電子技術総合研究所 岩 手 県
(通商産業技官)
,r ◎大塚 浩土 39.6.4 国立極地研究所事業部(文 部技官) 茨 城 県
(㈱日立製作所)
通 信 吉村巳紀夫 20.10.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 山 口 県
(日本電信電話㈱)
〃 ◎横内 孝史 29.3.3 詫間電波工業高等専門学校(文 部技官) 香 川 県
〃 上 杉 一秀 31.4.18 熊本電波工業高等専門学校(文 部事務官) 熊 本 県
〃 岡 真二 36.5.26 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 広 島 県
調 理 内田 広美 32.11.王7 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 佐 賀 県
り 徳宿 浩司 39.2.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県
(㈱東條会館)
医 療 ◎賀川 潤 26.8.21 国立極地研究所事業部(文 部技官) 徳 島 県
〔東京医科大学霞ケ浦病院)
り 神田 博 32.7.19 国立極地研究所事業部(文 部技官) 山 口 県
(北海道立北見病院)
航 空 森 誠 29.2.2 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第24・28次越 冬 隊
jt 佐藤 正治 30.1.9 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都
(日本 フ ラ イ ン グサ ー ビ ス㈱)
〃 加藤 凡典 32.2.20 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
設営一般 勝田 豊 31.9.18 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第21次越冬隊
り ◎ 堀 井 隆 一.・34.6.29 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 北 海 道




極 地 研 ニ ュ ー ス93
○夏 隊
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長 佐野 雅史 16.5.17 国立極地研究所事業部(文 部技官) 岐 阜 県 嚥 耀 冬緊
海洋物理 池 田 俊 一 22.2.27 海上保安庁水路部(海 上保安官) 北 海 道 第30次夏 隊
海洋化学 小嶋 哲哉 33.10.23海上保安庁水路部(海 上保安官) 東 京 都
海洋生物 今野 敏徳 14.8.1 東京水産大学水産学部(文 部教官助教授) 神奈川県
測 地 林 保 29.12.21国土地理院測地部(建 設技官) 山 形 県
雪 氷 ・ 田結庄良昭 18.12.U 神戸大学教育学部(文 部教官助教授) 兵 庫 県
地学系
〃 小山内康人 31.11.26福岡教育大学教育学部(文 部教官講師) 北 海 道 第28次夏隊
〃 高橋 裕平 28.7.9 工業技術院地質調査所(通 商産業技官) 千 葉 県 第28次夏隊
第15・18次越 冬隊,
〃 寺井 啓 17.8.16 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 東 京 都 第12・26・28次 夏 隊,
米国基地
.. 土屋 範芳 35.12.14東北大学工学部(文 部教官助手) 長 野 県
〃 本山 秀明 32.6.13 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 新 潟 県
生 物 ・ 蛭 田 眞一 25.4.24 北海道教育大学釧路分校(文部教官助教授) 北 海 道
医学系
IF 浦谷 芳 19.2.21 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 井 県
(朝日航洋㈱)
設営一般 池上 宏 19.6.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 富 山 県
(中日本航空㈱)
〃 辻 敏明 26.1.24 国立極地研究所事業部(文 部技官) 京 都 府
(中日本航空㈱)
.■ 宇野 哲 27.5.6 国立極地研究所事業部(文 部技官) 鹿児島県
(朝日航洋㈱)
t. 外内 博 30.1.12 国立極地研究所事業部(文 部事務官) 東 京 都
○南極条約に基づく交換科学者(受入)
氏 名 生 年 月 日 国 籍 所 属 ・ 職 研 究 課 題 備 考
熊 康 1961.5.10中 国 中国科学院 オ ゾ ン と オ ー ロ ラ観 測
大気物理研究所 研究員
鄭 名原 1962.6.24中 国 中国電波伝搬研究所 長波伝搬観測
研究員
Hugo　Decleir 1939.12.7 ベ ル ギ ー Geografisch　[nstitute, 南極氷床の変動に関す 第28次夏隊同行
Vrile　Univerteit,　Brussel, る氷河学的研究
鷺艦 灘(プ リュッセ
PhilipPe　Huyb一 1962.2.IO ベ ル ギ ー 同 上 大学院学生 同 上
rechvs
○南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(西 ドイツ ゲオルグ・フォン ・ノイマイヤー基地)
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等
雪氷物理学 西尾 文彦 21.6.19 国立極地研稲欝 官 助搬) 北海道 第17.21.25次 越 冬 隊,1米国基地
平成元年度外国基地派遣者名簿
O外国共同観測(中 国 長城基地),












第19・28次 越 冬 隊,
{第17・24次夏 隣,豪 州 基 地 ,米 国 基 地
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　ieve])　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relatlve　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)





























































地震帯 と呼ぶが,そ の地震帯は大平津南極海嶺,大 西
洋南極海嶺など海嶺上にある.この地震帯の内側を南




明らかな沈み込み 口,す なわち海溝がない.南 極プ








1960年代に提唱され,プ レー トテ クトニクス　(piate
tectonics)へと発展した.初 期の段階では,地 球上に
は6枚 のプレー トが考えられたが,調査がすすむにし




されてお り,南極 プレー トの解明も本格的になりつつ
ある.
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